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＜連絡事項＞

・八戸胃腸研究会の講演について

日時：3/1(火)　18：30～　　場所：八戸グランドホテル

テーマ：癌のこころのケア(精神腫瘍学)　　　講師：埼玉医療センター　大西秀樹教授
・第8回院内研修について
掲示板に出欠表が出ているので、各自確認しておくこと。
・インフルエンザの予防と施設内の換気・湿度対策に努めていくこと。
＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子　様～2/24定期訪問実施。体調を確認すると「いやぁ、良くないです。」「良い時もあれば悪い時もあって…。」と話されている。本日外来受診で上記の旨を説明したが、特に処方変更はなかっと少し落胆の表情をみせる。昨日のデイケアは最後まで居ることが出来たと話されており、そのような体調の中で行けたことを評価している。ガスの修理等でなかなか行けていなかったため、行った方が良いと思っていたとのこと。「明日もお風呂に入りたいから行こうかなと思って。」と話される。現在、歯科医院に通院しているが、前歯の調子が悪いとのこと。「外れそうで外れない感じがあってムズムズして苛々します。」とのこと。2/26に通院予定であるため、先生に伝えて来ようと思うという。前歯を削り、新しい歯を作ると先生は言っていたとのこと。睡眠や食事は特に問題ないと話されている。
・我満　奈津紀様～2/27定期訪問実施。体調はあまり変わりないとのこと。3/3からの入院の準備は大体済んだと話している。着替え等は病院のものを借りることにしているので荷物はあまりない、体の一部を切除するため不安だと話しており、傾聴している。外科の医師からは体重を減らすよう言われたが、減らせなかったとのこと。術後は太りやすくなるため、デイケアのエアロビに参加するなどしてこれ以上体重増加しないようにしていきたいと話している。退院後の体力次第で娘様と3月の末に函館旅行に行く予定にしているという。退院後には固定電話を付けた事や電気をauの電力会社に変えた事を市役所や団地の管理しているところに報告に行くつもりだと話している。

・寺沢　彩　　様～2/23青明舎スタッフと障害者就業・生活支援センターみなとの登録を行う。今後は職場実習を行っていく予定。

＜グループホーム利用者様情報＞

・番沢　政勝　様～睡眠薬変更後、眠気が強く薬が合わないと話していたが、2/23に青南病院を臨時受診し主治医に薬を渡してきたとのこと。睡眠薬を服用しなくても眠れていると話している。2/29デイケアより情報提供。眠剤をやめてからは、朝起きる時にすっきり起きられるようになったと話しているが、朝のミーティングの時は、相変わらず寝ているとの事。

・中村　茂　　様～2/27に、同じグループホームの入居者様と共にラピアに春物の洋服を2着購入してきたとにこやかに話されている。

・田中　一　　様～訪問時、「耳がツーンとしたり、ジワーッとしたりします。話し声やラジオの音が聞こえずらかったり。耳にふたをしたような感じがしますね。」と話し、右側の耳をふさいで世話人の話を聞き、「今は大丈夫です。でも、ここ2週間くらい耳の調子は悪いです。」と話している。痛みはないとの事。外来受診時、担当医より耳鼻科受診を勧められているが、まだ受診していない。状況確認し、悪化するようであれば受診を勧めていく。
・古舘　ヨリ　様～2/29訪問時、3/3から入院予定となっており、入院時に持っていく下着等を準備したと話す為、世話人が確認している。穴が開いているもの等を除くと枚数が少なくなった為、明後日再度買い物に行くとの事。八戸赤十字病院からの処方薬が出て、初めは飲み間違えたと話していたが、最近は食直前薬は忘れず服用出来ている様子。デイケアでは服用が早すぎるため、声かけしている。

・繁名　和恵　様～2/29訪問時、1階に降りてこない為、部屋のドアをノックしている。「どうぞ。」と話す為、入室している。ベッドから起き上がると、顔が浮腫んでいるように感じられる。体調はまあまあで、今日は市役所にマイナンバーをもらいに行ってくると話している。デイケアには午後から行くとの事。最近、世話人訪問時に、体調不良を訴え遅れてデイケアに行くと話しているが、その後、10時頃になりデイケアを休む事が見られている。
・下妻　康貴　様～2/23訪問時、「昨日、廃材を片付けてたら、バランスを崩して棚が倒れてきて、足にぶつかったんだよ。」と話、左足膝下を見せている。膝下から足首に掛けて、1本線のように擦り傷がある。歩くのには問題ないが、押すと痛みがあるとの事。棚が倒れてきた時は、周りに誰もいなかった為、パセリー菜のスタッフには話して居ないとの事。その為、明日行った時に話してくるよう説明している。
・坂本　健治　様～2/26訪問時、就労について、何か進展があったか聞くと、「チョコクッキーにも就労体験に行くことにしました。昨日決めて、デイケアで話しました。たぶんデイケアから澤口さんに連絡が行っていると思います。」と話している。2/29デイケアより情報提供あり。チョコクッキーへの就労体験については、デイケア利用者に「チョコクッキーのほうが簡単だよ。」と言われたそうで、その為、急にデイケアに電話が来て話し合うことになったとの事。本日、青山荘にて特定相談支援事業所担当者と、青山荘のスタッフと共に話し合いをしており、結果が出れば連絡が来る予定との事。
・村上　元道　様～2/25訪問時、他入居者と話をしている途中で自室から出てきている。玄関前の喫煙所でたばこを吸いながら、「今日、4時にうみねこ幸房に行くから」と話している。特定相談支援事業所担当者に連絡をしてよいと話し、世話人から連絡を入れることで了承される。うみねこ幸房）からその後話しがあったかを気にされており、幸房では就労継続して欲しいと思っている事を伝えている。本人、口頭では辞めると思う気持ちは変わっていないと話すが、世話人からは7年間就労してきた場所でもあるし、もう一度、考えなおしてみてはと提案をしている。
・五日市　規　様～世話人訪問時、睡眠薬が強いと話してくることあるが、外来受診時に話すよう伝えているが忘れるのか話していない様子。
＜うみねこ幸房＞

・中村　与一郎様～ハローワークで障害者求人の登録を行っている。雇用を前提とした就労先として、本人はよこまちストアの田面木店か一番町店を希望しており、実習の調整中。ハローワーク、ワークみなと、うみねこ幸房でチーム支援を行っていく。

・村上　元道　様～3/1よりうみねこ幸房利用再開し、5月までの3ヶ月仕事をして、継続するか決める予定。面談時、いつも通りの様子であった。
・八木橋　牧雄様～飲酒により、生活面や仕事面で問題があり、2/24アルコール依存症治療の為青南病院入院となる。入院し、アルコールプログラムを行う予定。兄様が入院の保証人になることを嫌がっている。
・中村　鶴子　様～特に問題ない。本日は、確定申告のため午後より早退している。
・前野　義勝　様～例年、体調を崩しやすい時期であり、他メンバーに勝手に指示をしていることがある。また、弁当の配達の際、重くて持てないと言い、女性メンバーに持たせていることがある。チラシ配りの際、効率的でないため助言するが、自分のやり方を変えられない。
・鹿原　博夫　様～ナイトケアでは大きな声で独語していることがあるとのことだが、うみねこ幸房では見られていない。
＜利用者様情報＞

・坂本　健治　様～就労継続支援B型事業所「ワーク柿の木苑」の利用を考え直したい、との申し出があり、詳細を確認。他利用者から、他の就労施設の話を聞き、そちらの体験利用もしてみたくなったとのこと。本人より「ワーク柿の木苑」へ連絡し事情を説明してみるよう勧めると、了解。施設長に電話したところ、利用の手続きは止めておくので、他施設の体験利用をした上で、どちらの施設を利用するか連絡してほしいと言われたとのこと。今後は、3/7.8.9.11に就労継続支援B型事業所「チョコ・クッキー八戸」を体験利用することとしている。
・赤石　陽介　様～本人より面談希望があり、実施。ウイルス性胃腸炎について、「全然変わらないし、病院にも通ってない」「食べたり飲んだりしてもすぐ吐いてしまう」と話しており、「どうすればいいかわからない」とのことで、訴えを傾聴。先週水曜日八戸赤十字病院を受診した際、医師より、小腸が爛れている為入院治療を勧められたが、体調が悪い祖父を自宅につれてきていること、金銭的な問題を伝え、入院はしなかったとのこと。本人と今後の対処法を検討。以前腹部の不調も当院で診ると言われたとのことで、まずは当院担当医に相談することとしている。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供ある。昨日の午前は放歌や、昼食時の不機嫌な表情、スタッフから奪うように薬包を受け取る様子見られている。本日は、来所時不機嫌さ見られていたが、運動プログラムは笑顔で参加できている。午後になると、「薬がダメ。足が重い」と表情硬く話している。話しを傾聴することで表情穏やかになっている。その後放歌、ドアを力任せに閉める様子見られている。今後も話しを傾聴し様子観察していく。

・山田　隆雄　様～青風荘より情報提供ある。昨日午前中、イライラしている様子、独語見られている。ホールで何かにぶつかりそうになると大声を上げている。本日は、上記症状は見られていないが、体の痺れを訴えられている。両膝から下の痺れと両手先の痺れがあり、「痛みはない。物を持つ事はできる。先生が代わって薬が変わってから痺れがある」と話している。各プログラムには参加できている。今後も話しを傾聴し様子観察していく。
・古舘　正行　様～青風荘より情報提供ある。昨日23:10、日中着に着替え「ごめんください」とカウンターへ来られている。「良く眠れました。みんな行った？体育館」と、時間を勘違いしている。説明すると自室へ戻る事が出来てる。本日は、時間通りにプログラムの参加や嗜好品を取りに来ている。今後も様子観察していく。

・小向　武雄　様～排便状況については、今朝排便があり下痢だったと話している。腹痛はないとのこと。今後も様子観察していく。

・村上　元道　様～スタッフから仕事の状況を確認すると、「3/1からまたうみねこ幸房で仕事していくことになったよ」と話しており、状況を確認。「今すぐ次の所に行くのは忙しいから無理って言われて、次の所を探してもらいながら、幸房で頑張ることにした」「そのまま幸房で仕事するかもしれないし、次のところに行くかもしれないし、まだわからないよ」とのこと。幸房での作業を続けることに関して、「ちょっと抵抗はあるけど、大丈夫」と話しており、不満や問題があった際にはすぐ相談するように促している。促しに対し、「すぐ愚痴みたいに話すから」と返答しており、以降同様の訴えなく、表情良く他利用者と交流しながら過ごしている。

＜外来情報＞
・清水　泰雅　様～外来訪問看護を利用していたが、状態安定していることから、訪問看護終了となる。

＜事例検討＞
カンファレンスシート（中居　美津子様）

実施日：H28年2月29日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　担当チーム：戸賀沢、吉田、藤田

　参加者：戸賀沢、川井、佐々木、藤田、坂本、金澤、岩沢、西村、江刺家

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	中居　美津子　様
	性別
	女
	年齢
	67
	生年月日
	S23年10月18日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	基本的生活習慣の修得、運動の習慣化、対人関係の改善、作業能力・持続性の向上

	本人希望
	現状を維持していきたい。

	入院歴
	計5回（当院3回）最終：H9年11月18日～H12年10月31日

	通所歴
	1回目　H15年　1月　14日～現在　　（週　5　回/　月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：野崎アパート（H19年～）
　　　（東高校近く）
5人姉弟の4女
長姉：東京,　次姉：東京,　3姉：十和田
弟：三戸（実家）
	家族構成：












	利用制度
	精神障害者福祉手帳2級
	障害者基礎年金2級
	自立支援医療、

	備考：事例検討に必要な情報を記載
・就労支援事業所「うみねこ幸房」を利用


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま、生きがいを持って生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を職員と確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。



	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応


	①-1好意を持つ特定メンバーの様子をうかがいながら、一方的な交流にならないようにする。


	好意のある特定男性メンバーに対して､相手から拒絶されても物を振る舞うことも時折みられ､職員より介入。自身で購入したものであれば持ち帰るよう伝えている。返事はするが、スタッフの言葉を無視するような態度をとる事もある。それでも他利用者や職員と世間話や猫の話等はにこやかな表情で会話している。特定メンバーへの関わりが一方的になり、相手が拒絶しても表情を変えることなく話し続けている事続いている。本人及び相手への介入は必要としている状況である。（達成度10％）

好意を持っている特定メンバーのことを以前は夫婦関係と思い込まれていたが、最近は「自分の子供なんだよ。DNA検査でもはっきりしてるんだけどね。」と話されている。
	過度な話し掛けや物を振る舞う際は、本人の気分を損ねないように工夫しながら適宜スタッフが介入する。

目標は継続とする。

	①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	他者への被害的な発言は聞かれていないが、特定の利用者に対して被害的感情を抱いている。自分の意に反する行動を相手が取った際にあからさまに嫌な表情をすることや背を向けて座ったり、ホールで2人だけになるとキッチンスペースに移動して休まれている事もある。その他のメンバーやスタッフに対しては、適度な対人交流を取る事は出来ている。（達成度50％）
	現在トラブルにはいたっておらず、引き続き病状の変化に注意していく。

目標継続。

	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	好意のある特定男性メンバーに対してパン類は半分に千切った物を相手が「いらないよ、そんなもの。」と拒否されると過度にすすめることなく、「食べればいいのに」と言いながら、しまう事も多くなっている。

28.2/7定期訪問実施。
玄関先に幾つかの段ボールが置いてあり確認すると、姉の
引っ越しに伴い、姉宅にあった食材（パスタや缶詰など）
を沢山貰ったとの事。姉が東京に移住する事により、自身
の通帳管理等で青南病院スタッフと話し合っていたが、自
身で管理する事にした為管理して貰わなくても良くなった
と話している。通帳には30万円程残高があり、今後障害厚
生年金（2ヶ月で18万円程）の他に1万円以上通帳から引
き落とす際は姉に連絡をするとの事。本人が使える金額と
して、年金の他に1万円プラスして欲しいと姉へ相談し、
了承して貰ったと話している。その他、特に困っている事
はないとの事。


	自宅での食事の状況と検査データから食生活を確認する。

膝の治療や歯の治療にお金をやりくりできないか青明舎を通すなどして確信していく。

目標継続。



	③自室の片付けができる。
	ナイトケアでは食事の準備や後片付けは積極的に行われている事が多いが、青明舎スタッフが月に1回訪問では、コタツ周りは片付けられている事や、猫のトイレ、えさ入れもきれいになっていることはあるが、玄関先から猫の尿臭が酷く、トイレシートも汚れたまま乾いている物を何枚も使用している。何時交換するのか聞くと「買ってこないと替えがない」とのこと。本人は慣れているから気づかないと思うが、かなりきつい臭いがしていることを話し、購入して交換するようアドバイスを受けている。
	ナイトケアでは話したがらない為、青明舎に介入を続けてもらい、情報共有をし、時折生活状況を確認していく。

目標継続。


【目標・治療計画（検討後）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現状維持したまま生活をする。
	①他者と適度に交流を持ち、相手に迷惑をかけない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	①-1好意を持つ特定メンバーの様子を窺いながら、一方的な交流にならないようにする。

①-２被害的意識を持つメンバーに対する関係が、悪化しないようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	①-1好意を持つ特定男性メンバーに対して､一方的な対応にならないよう気をつける。職員は様子を観察し、一方的な対応になっている際は自覚ができるよう支援･介入を行う。

①-2敵意を持つ特定メンバーに対して､被害的な感情がある際は､職員へ相談する。職員は､被害的な訴えが認められた場合は傾聴し、事実確認や相手の気持ちを考慮した介入を行う。必要に応じて言動の振り返り、相手のメンバーへのフォローを行なう。

	
	②無駄遣いをせず、生活費内でやりくりをする。
	②食事以外の間食（他者への振舞いを含む）を控える。


	②　金銭使用状況を職員と確認する。職員は､金銭使用状況を本人とともに確認し、アドバイスを行う。



	
	③整理整頓ができる。
	③自室の片付けができる。
	③　自室の片付け方が分からない時は職員に相談できる。職員は原因を本人と共に確認し、アドバイスを行う。


